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２ 人間ドック・脳ドック検診費補助のお知らせ 10 社会福祉協議会だより

５ 「４つの財務書類」を公表します 12 教育のひろば　甘楽町PTA連合会活動報告

６ 荒廃農地解消対策部会の取り組み 15 町のわだい　絵札を取り合い白熱戦　上毛かるた大会

８ 上手に使おう　みんなの下水道 18 おしらせ版



公立富岡総合病院（富岡市）
黒沢病院附属
ヘルスパーククリニック（高崎市）
日高病院（高崎市）
公立藤岡総合病院（藤岡市）

日帰り人間ドック（半日） ※３ 26,000円
日帰り人間ドック（１日） ※３ 37,000円
１泊２日人間ドック 42,000円
脳ドック ※４ 26,000円

※�３ �日帰り人間ドックと同時に婦人科検診を受ける場
合は、子宮がん検診2,000円・乳がん検診（マンモ
グラフィー）2,000円を加えて補助します。

※４ 脳ドックは、脳のみの単独検査となります。

▶対象医療機関 ▶町が補助する金額

　
町
で
は
毎
年
、
甘
楽
町
国
民
健
康
保

険
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
を
対
象
に
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

の
検
診
費
補
助（
費
用
額
の
３
分
の
２

程
度
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
で

き
る
よ
う
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

 

甘
楽
町
国
民
健
康
保
険
の
人

①
35
歳
以
上
の
被
保
険
者（
※
１
）

②
国
保
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
人

③�

国
保
が
実
施
す
る「
特
定
健
診
」や
町

が
実
施
す
る「
各
種
が
ん
検
診
」を
受

け
な
い
人（
※
２
）

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
人

①
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者（
※
１
）

②�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し

て
い
る
人

③�

町
が
実
施
す
る「
基
本
健
診
」や「
各

種
が
ん
検
診
」を
受
け
な
い
人（
※
２
）

※�

１  �

人
間
ド
ッ
ク
受
検
日
に
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※�

２  �

人
間
ド
ッ
ク
を
申
し
込
ん
だ
場

合
、
人
間
ド
ッ
ク
が
優
先
さ
れ

町
の
検
診
な
ど
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
脳
ド
ッ
ク
の

み
を
申
し
込
ん
だ
人
は
、
町
の

検
診
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

　
国
保
係（
に
こ
に
こ
甘
楽
内
）で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
申
し
込
み
を
さ
れ
た
人
に
は

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
受
検
日
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
の
で
き
る
人

健
康
管
理
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

人
間
ド
ッ
ク
検
診

▼
自
己
負
担
額
は
３
分
の
１
程
度
で
す

▼
申
し
込
み
の
で
き
る
人

令
和
８
年
度
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
補
助
の
お
知
ら
せ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

■ 

健
康
課
国
保
係
☎

(67）
５
１
７
２

▼
申
し
込
み
の
で
き
る
人

▼
申
し
込
み
方
法

▼
受
検
期
間

　
行
政
区
は
、
町
と
連
携
し
て
地
域

で
活
動
す
る
自
治
組
織
で
、
ま
ち
づ

く
り
の
中
心
的
な
担
い
手
で
す
。

　
住
民
同
士
の
親
睦
や
生
活
環
境
の

維
持
な
ど
の
自
主
活
動
の
ほ
か
災
害

時
や
高
齢
者
の
見
守
り
、
子
ど
も
の

安
全
対
策
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
頼
り
に
な
る
の
は
ご
近
所
の
助
け

合
い
で
す
。

　
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
、
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◆
主
な
活
動

　
環
境
美
化
、
防
災
活
動
、
防
犯
活

動
、
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
、
募
金
の
協
力
な
ど

◆
加
入
方
法

　
お
住
ま
い
の
地
域
の
区
長
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
は
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

つながるつながる
地域の輪地域の輪

行政区へ行政区へ
加入しましょう加入しましょう
■ 総務課行政係 ☎74-3132
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協定書を交わす掛川社長（右）と森平町長

㈱
ツ
ル
ヤ
と
災
害
時
に
お
け
る
応
急
生
活
物
資

供
給
協
定
締
結　
　
　
　
　
■ 

総
務
課
庶
務
係
☎

（74）
３
１
３
１

後列左から　�青木国際交流振興協会常務理事、　　
金田議長、近藤教育長

前列左から　森平町長、荻野大使

　
町
は
２
月
９
日
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
共
和
国

と
の
相
互
理
解
お
よ
び
友
好
親
善
の
促
進

に
大
き
な
貢
献
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
、

在
外
公
館
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
中

古
消
防
車
の
寄
贈
や
使
節
団
の
派
遣
な
ど

を
通
じ
て
友
好
を
深
め
て
き
た
も
の
で
、

授
与
式
で
は
荻
野
正
裕
大
使
か
ら
森
平
町

長
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
草
の
根
の
交
流
を
重
ね
、
国
際

理
解
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

駐
ニ
カ
ラ
グ
ア
日
本
大
使
よ
り
在
外
公
館
長
表
彰　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■ 

企
画
課
企
画
係
☎

（74）
３
１
３
３

①利き手を軽く握ります

また
会いましょう！

②�手首をひねりながら　
チョキの形にします

③�両手の人差し指を向か
い合わせます

④�両手の人差し指をゆっ
くり近付けます

はじめてのはじめての手話手話

みんなで
知ろう！

「また会いましょう」編 ６
６

　
町
と
株
式
会
社
ツ
ル
ヤ（
長
野
県
・
掛
川

健
三
代
表
取
締
役
社
長
）は
１
月
23
日
、「
災

害
時
に
お
け
る
応
急
生
活
物
資
供
給
等
の

協
力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
災
害
発
生
時
に
必
要
と

さ
れ
る
水
や
食
料
の
ほ
か
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
や
粉
ミ
ル
ク
な
ど
の
応
急
生
活

物
資
が
町
へ
優
先
的
に
供
給
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
被
災
者
の
生
活
を
早
期
に
安
定

さ
せ
、
災
害
に
強
い
ま
ち
の
推
進
が
図
ら

れ
ま
す
。
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区　　分 金　　額 町民１人当たり
道路、公園、下水道などにかかる費用 ９億8,200万円 79,398円
学校、体育振興、文化などにかかる費用 ７億3,600万円 59,508円
子ども、高齢者、障がい者などにかかる費用 18億5,800万円 150,226円
健康づくり、ごみ処理などにかかる費用 ４億5,800万円 37,031円
農業、商工業、観光振興などにかかる費用 ４億5,500万円 36,788円
災害、消防団、常備消防などにかかる費用 ２億8,900万円 23,367円
庁舎等財産管理、交通、防犯、選挙などにかかる費用 11億8,000万円 95,408円
議会運営、町債利息などにかかる費用 6,900万円 5,579円
AA 経常行政コスト（上記の合計） 60億2,700万円
BB 経常収益合計（使用料・手数料など） ３億2,200万円
CC 臨時損失 3,400万円
　　 純行政コスト(AA－BB＋CC） 57億3,900万円 464,020円

行政コスト計算書

純資産変動計算書

　①貸借対照表の純資産に計上さ
れている各数値が１年間でどのよ
うに変動したかを表しています。

　１年間の行政活動の
うち、福祉活動やごみ
処理など資産形成に結
びつかない行政サービ
スに係る経費と、その
行政サービスの直接の
対価として得られた財
源（使用料・手数料な
ど）を対比させた財務
書類です。

純資産合計
 期首（５年度末）純資産残高 179億3,700万円
　 純行政コスト △57億3,900万円
　 一般財源（町税、地方交付税など） 40億8,500万円
　 補助金など 14億9,200万円
　 資産評価差額・無償所管換等・その他 4,900万円
 期末（６年度末）純資産残高 178億2,400万円

４つの財務書類の分析結果 　さまざまな指標を算出することで、町の財政状況を分析することができます。

指　標 数値（前年増減） 他団体 分　析

純資産比率
（将来返済しなくてよい財産）

75.5％
（0.4％） 74.5％

町が所有している固定資産、基金などの資産と将来返済が必
要な町債などの負債についてのバランスは現状問題がなく、
将来世代に利用可能な資源を残すことができています。

社会資本形成の
将来世代負担率

14.0％
（0.7％） 19.4％ 借金を減らして返済を進めていますので、将来世代の負担

率は他団体より少なくなっています。

資産老朽化比率 66.3％
（0.9％） 61.9％ 減価償却により公共施設の老朽化が進んでいます。

町民１人当たりの
資産額

191万円
（0万円） 255万円 資産総額は前年より減少していますが、人口も減少してい

るため１人当たりの資産額は前年と同額です。
町民１人当たりの
負債額

47万円
（0万円） 66万円 借金を減らしているため、他団体より少額です。

町民１人当たりの
行政コスト

46万円
（△2万円） 61万円 コストを抑えて行政サービスを提供できています。

町債の償還可能年数 13.7年
（△3.4年） － 業務活動収支の増加により前年に比べて償還可能年数が　

短くなり、改善されました。

受益者負担の割合 5.3％
（△7.8％） 3.8％ 多くの地方公共団体は３～８％程度となっており、適正な

使用料・手数料で行政サービスを提供できています。
基礎的財政収支

（プライマリーバランス）
3,400万円

（△１億8,000万円） 100万円 社会保障や公共事業などの行政サービスを提供するために
必要な経費は税金などで賄えています。

３

４

※他団体の数値は、令和５年度の類似団体（人口と産業が甘楽町と似ている市町村）の平均値です

※※

令和６年度は、純資産が１億
1,300万円減少しました。
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区　　　分 金　　額
1 業務活動収支額 ３億4,700万円
2 投資活動収支額 △２億4,600万円
3 財務活動収支額 △１億1,600万円
4 6年度歳計現金増減額（1＋2＋3） △1,500万円
5 期首歳計現金残高 ３億6,200万円

期末歳計現金残高（4＋5） ３億4,700万円

11 業務活動…継続的な行政サービス
　　　　　　　　　　　　　 税金や使用料など
　　　　　　　　　　　　　 需用費や人件費など
22 投資活動…道路や施設の整備や貸付金など
　　　　　　 （整備費用が多いとマイナスに）
33 財務活動…借金の借り入れや返済など
　　　　　　 （返済が多いとマイナスに）

借　　　方 貸　　　方
【資 産 の 部】

　町が所有している資産総額です。道路・公園などの
公共資産と現金預金などがあります。

【負 債 の 部】
　将来、支払い義務が発生するもので、ほとんどが
町債です。「将来世代が負担する部分」ともいえます。

A公共資産 192億1,500万円   道路、橋梁、公園、学校など
B投資など   18億9,600万円   �出資金や学校建築基金など

の特定目的基金
C流動資産　 24億9,000万円   �現金、財政調整基金、
　　　　　　　　　　　　　　　  未収金など

　　　うち、歳計現金　　３億4,700万円

負債合計　　　57億7,700万円

【純資産の部】
　資産と負債の差額で、住民サービスを提供するた
めの財産を取得した財源のうち、「今までの世代が負
担した部分」ともいえます。

　純資産合計　　　178億2,400万円

資産合計　　236億100万円 負債・純資産合計　　236億100万円

■ 問い合わせ　企画課財政係 ☎74-3134

貸借対照表（バランスシート）

　町がサービスを提供するために保有している財産（資産）と、その資産を
どのような財源（負債・純資産）でまかなってきたかを対照表で示したものです。

資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）
　１年間の現金の流れを性質の異なる３つの
区分に分けて表したものです。

令和６年度決算に基づく一般会計

「４つの財務書類」を公表します
統一的な基準による

�詳しい内容は町
ホ ー ム ペ ー ジ
をご覧ください

支 出支 出
収 入収 入

１

２

負債が資産を上回ると
「債務超過」となり、不健

全な財政状況を意味します。
町の負債は、資産の24.5％
程度で【健全】といえます。

1人当たりの資産

191191
1人当たりの負債

4747万円万円

１人当たりに換算すると…
１人当たりの資産・負債は
前年と同額でした。

負債合計  57億7,700万円
12,368人

資産合計　236億100万円
12,368人（令和7年１月１日人口）

①～④の表を活用し、町の財政分析に
努めます。右ページ「財務書類の分析
結果」をご覧ください。
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耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
つ
な
げ
よ
う

と
、
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会
の
荒
廃

農
地
解
消
対
策
部
会（
堀
越
敏
明
部
会

長
）は
、
昨
年
10
月
か
ら
今
年
１
月
に

か
け
て「
一
斉
耕
起
の
日
」の
実
践
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
平
成
29
年
度
か
ら
始
ま

り
、
耕
作
放
棄
地
を
所
有
者
の
了
解
を

得
て
耕
作
可
能
な
農
地
に
再
生
し
、
借

り
手
に
耕
作
し
て
も
ら
う
と
い
う
取
り

組
み
で
す
。

　
同
部
会
員
な
ど
４
人
が
参
加
し
た
今

回
の
一
斉
耕
起
で
は
、
草
刈
り
機
で
雑

草
を
刈
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
し
た
ほ

か
、
水
路
の
掘
り
上
げ
や
ご
み
拾
い
な

ど
の
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
上
野
地
区
の
農
地
約

８
ａ（
１
筆
）を
再
生
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

荒
廃
農
地
解
消
対
策
部
会
の
取
り
組
み

■ 

産
業
課
農
林
係
☎

(64）
８
３
１
９トラクターでの耕起作業農地周辺のごみ拾い

「
一
斉
耕
起
の
日
」

「
一
斉
耕
起
の
日
」

●● 甘楽町文化会館からのお知らせ ●●

■ 問い合わせ　町文化会館☎74-7000
　 k-bunka@town.kanra.lg.jp

チケット発売開始
３月８日（日）
友の会員：午前９時～／一般：午後１時～
電話予約：午後３時～

６ 28日　時   　月   　日（日）
　　　　第１回　12：00 開演（11：30 開場）
　　　　第２回　16：00 開演（15：30 開場）
会　場　甘楽町文化会館 ホール  全席指定
入場料　一般 3,500円
　　　　 （当日券は500円増し）

のご案内のご案内

※未就学児の入場はご遠慮ください。

原 田 悠 里原 田 悠 里鳥 羽 一 郎鳥 羽 一 郎
木 村 徹 二木 村 徹 二
鳥 羽 一 郎鳥 羽 一 郎
木 村 徹 二木 村 徹 二 ＆＆＆＆ 原 田 悠 里原 田 悠 里

かんら歌謡コンサートかんら歌謡コンサートかんら歌謡コンサートかんら歌謡コンサート

親親
子子
親親
子子

水路の掘り上げ作業

２回公演２回公演
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　第18回甘楽町民の日記念事業
かんら春待ちコンサート2026

■ 企画課企画係 ☎74-3133

　２月１日の「町民の日」を記念して２月14日、
町文化会館で「令和７年度 第18回甘楽町民の
日記念事業 かんら春待ちコンサート2026」を
開催しました。
　「歌と楽器で巡る“日本の名歌”と“愛の名曲”」
をテーマに、前半はバレンタインデーにちなん
だ世界の愛の名曲を、後半は世代を超えて歌い
継がれる日本の名歌を披露。楽しいトークを交
えながら進むステージでは時折笑いもおこるな
ど和やかな雰囲気に包まれました。
　開会にあたり森平町長は「外も暖かく、まさ
に春待ちコンサートにふさわしい日となりまし
た。町民の日は、町を思い、愛する気持ちを大
切にする日。今日の音楽を通して、ひと足早い
春を感じてください」とあいさつしました。
　透き通る歌声と楽器の音色に包まれた会場に
は「声が響いて気持ちよく聴けた」「素晴らしか
った」「とてもすてきなコン
サートでした」といった感想
が寄せられました。

♪ ♪

有井杏奈　瓜生蒼唯　江川宗汰　江川侑里
落合つむぎ　川嶋心葉　北村彩乃　桑原琉華
髙橋晃埜　塚本結吏　羽鳥菜花　堀口聖真
森田遥翔　栁澤莉乃愛　山田朱璃　吉田煌雅
吉田結永　若山沙紀　若山将太　須藤太陽
森田奏多

相川聖奈　淺香幸輝　新井結翔　大内徹志
昆　歩輝　近藤友梨奈　齊藤浩人　齊藤蛍
髙橋英翔　高橋優希　内藤柚　三木涼葉
山田華　吉田龍綺

新井知花　牛込穂乃香　牛込由蘭　岡本七葉
恩田魁琉　金井柊馬　金田知賢　川﨑心愛
黒澤千晶　黒澤華　越田陸斗　小林伶
田村栞穂　堀口渚紗　町田芽生　松井結奏
松沢航汰　松下航志郎　宮寺心海　森谷漣翠
山﨑陽人　山﨑遥斗　吉田一稀

▶福島小学校

▶新屋小学校

▶小幡小学校

小学校６年生 むし歯ゼロおめでとう小学校６年生 むし歯ゼロおめでとう

健康な歯は財産

　乳歯にも永久歯にもむし歯のない小学６年
生を表彰しました。表彰児童は、６年生全体
の72.8％でした（前年度は75.3％）。
　健康な歯は財産です。これからも管理を続
け、歯を大事にしましょう。（順不同・敬称略）

新屋小学校の歯みがき指導
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家
庭
や
工
場
か
ら
出
た
汚
水
は
、
下

水
道
管
を
通
っ
て
下
水
処
理
場
へ
運
ば

れ
、
き
れ
い
な
水
と
な
っ
て
川
や
海
に

戻
り
ま
す
。

　
最
近
、
下
水
処
理
場
や
道
路
に
設
置

し
て
い
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
が
停
止

す
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
に
異
物
を
流
す
と
、
下
水
道

管
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
が
詰
ま
り
、

道
路
上
の
マ
ン
ホ
ー
ル
や
ご
家
庭
の
ト

イ
レ
な
ど
か
ら
汚
水
が
あ
ふ
れ
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
異
物
は
流
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
布
類

　
タ
オ
ル
・
下
着
類
な
ど

◆�

水
に
溶
け
な
い
紙
類
・

　
衛
生
用
品

　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
紙
お
む
つ

※�
「
ト
イ
レ
に
流
せ
る
」
と
表
示
の
あ

る
物
も
、
実
際
に
は
水
に
溶
け
に
く

い
物
も
あ
り
、
大
量
に
流
す
と
下
水

道
管
が
詰
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
髪
の
毛

　
目
皿
に
た
ま
っ
た
髪
の
毛
な
ど
は
取

り
除
き
ま
し
ょ
う
。

◆
危
険
物
・
油
類

　
灯
油
・
食
用
油
・
農
薬
な

ど
は
下
水
道
管
の
中
で
固
ま

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
そ
の
他
の
固
形
物

　
食
べ
物
や
落
ち
葉
な
ど

下
水
道
に 

異
物
を 

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

上
手
に
使
お
う　
み
ん
な
の
下
水
道�

■ 

水
道
課
施
設
係
☎

（64）
８
３
１
７

流
し
て
は
い
け
な
い
も
の

流
し
て
は
い
け
な
い
も
の

下水道は
快適な生活を
支えています

　１月25日に行われた講演会では講師を務めた
下仁田町歴史館の秋池 武館長から「明治・大正
時代の蚕の増産」について、当時の養蚕業や製
糸業を支えた人々の取り組みや、時代背景など
が紹介されました。参加者は熱心に耳を傾け、
町の発展を支えた先人たちの歩みに理解を深め
ました。
　また、町歴史民俗資料館別館で開催した特別
企画展では甘楽社小幡組の資料のほか、真空管
ラジオや足踏みミシンなど当時の生活道具を展
示しました。

　町歴史民俗資料館として親しまれている旧小幡組製糸レンガ造り倉庫が、
建築から100周年を迎えました。これを記念し、町では記念講演会と特別
企画展を開催し、地域の歴史と産業の歩みをあらためて見つめ直しました。

蚕の増産について話す秋池館長（左）と
熱心に学ぶ参加者の皆さん

旧小幡組製糸レンガ造り倉庫旧小幡組製糸レンガ造り倉庫
■ 教育課文化財保護係 ☎64-8324

祝 100周年
祝 100周年
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善意に深く感謝し、広く皆さんにお知らせします。

（２月14日入金確認まで。公表希望のみ掲載）
企　業　名 金　額

ファームランド株式会社（前橋市) 1,000,000円

企業版ふるさと納税
甘楽の天然水商品化プロジェクト

森
平
町
長
に
目
録
を
手
渡
す

フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド（
株
）再
エ
ネ

事
業
部
の
中
山
課
長（
右
）

　

閉
店
す
る
蕎
麦
屋
を
引
き
継
い
で

運
営
す
る
た
め
に
甘
楽
町
に
来
て
、
も

う
す
ぐ
2
年
に
な
り
ま
す
。
着
任
し
て

す
ぐ
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
大
き
く

3
つ
あ
り
ま
す
。

　
1
つ
目
は
、
有
機
農
園
で
の
天
ぷ
ら

用
野
菜
の
栽
培
と
、
那
須
地
区
で
の
蕎

麦
の
栽
培
で
す
。
理
由
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
経
験
不
足
も
あ
り
野

菜
の
大
き
さ
や
質
が
そ
ろ
わ
ず
、
商

品
と
し
て
提
供
し
に
く
い
こ
と
、ま
た
、

蕎
麦
は
鹿
害
の
対
処
が
難
し
い
こ
と

か
ら
自
家
栽
培
は
断
念
し
ま
し
た
。

　
2
つ
目
は
か
え
し
作
り
で
す
。醤
油
、

砂
糖
、
み
り
ん
な
ど
、
混
ぜ
る
も
の
と

量
、
温
度
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
決
め
て
、

3
カ
月
以
上
待
つ
と
い
う
工
程
を
、
何

パ
タ
ー
ン
も
試
し
ま
し
た
。

　
3
つ
目
は
出
汁
作
り
で
す
。
鰹
、
昆

布
、
干
し
椎
茸
、
い
り
こ
な
ど
、
素
材

や
温
度
、
時
間
、
分
量
を
変
え
て
、
こ

ち
ら
も
何
通
り
も
作
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
て
1
年
。
か
え
し
は
醤
油
を
変
え
甘

さ
を
抑
え
、
出
汁
は
以
前
の
約
2
倍
に

増
や
し
、
20
時
間
ほ
ど
か
け
て
仕
上
げ

る
方
法
に
決
め
ま
し
た
。
今
後
は
品
数

を
増
や
し
た
り
、
蕎
麦
粉
や
旧
那
須
庵

の
復
刻
返
し
を
販
売
す
る
な
ど
、
こ
こ

で
し
か
買
え
な
い
も
の
で
那
須
庵
自
身

の
可
能
性
を
広
げ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
目
指
し
て
い
る
の
は
、
地
域
の
人
が

気
軽
に
集
え
る
よ
う
な
場
所
で
す
。
那

須
庵
の
知
名
度
が
上
が
れ
ば
、
那
須
に

人
が
来
る
き
っ
か
け
に
な
る
は
ず
。
町

内
は
も
ち
ろ
ん
、
町
外
・
県
外
の
人
に

も
来
て
も
ら
っ
て
賑
や
か
に
な
っ
た

ら
、
秋
畑
の
野
菜
を
販
売
す
る
直
売
所

を
つ
く
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
直
売
所
が
繁
盛
す
れ
ば
商

店
と
し
て
成
り
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。

生
活
に
必
要
な
も
の
や
お
酒
が
買
え
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
地
域
に
と
っ
て
こ
れ

ほ
ど
良
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
酒
屋

が
復
活
し
た
ら
飲
食
店
も
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
し
、
別
荘
地
と
し
て
開
発
が

進
む
未
来
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
思
い
描
く
よ
う
な
形
に
な
る
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
那
須
庵
が
直
接
関
わ

れ
る
の
は「
地

域
の
交
流
の

場
」と
し
て
の

蕎
麦
屋
と
い

う
役
割
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、

そ
こ
を
目
指

し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

「
地
域
交
流
の
で
き
る
蕎
麦
屋
」

山本 貴秋 隊員
山本 のぞみ 隊員

　地域おこし地域おこし
　  協力隊が行く　  協力隊が行く

栃木の郷土料理「大根蕎麦」「ニラ蕎
麦」を甘楽富岡地域の野菜を使って

提供しています。

▶�一
度
に
20
～
30
人
前
を

打
つ
た
め
の
道
具
。
包

丁
は
33
㎝
、
の
し
棒
は

３
本
使
い
ま
す
。
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社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより 第182回
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　『誰もがつながり支え合う地域福祉のまち』を目指し、福祉
の充実を図る本会活動に賛同くださった皆さまにご加入いた
だきました。
　一般会員（500円）3,926世帯196万3,000円、特別会員（2,000
円）15人３万円、賛助会員（5,000円）147口73万5,000円、合計
で272万8,000円となりました。
　賛助会員の加入状況は次のとおりです。

会

（株）登喜和製作所 （株）モテキ・インダストリィズ しののめ信用金庫小幡支店

（医）まつだ会 カズデンタルオフィス（株）ヨコオデイリーフーズ （有）細谷製作所

（有）若葉精工 （有）昭和観光 （有）富田製麺

（有）高橋精機製作所 甘楽金属工業（株） （有）滝上工業

（株）中野建業 （有）吉田精機 カーサービスヨシダ

松井木材（株） 田村商事（有） （株）甘楽小林製作所

コアブレーン（有） 一水工業（株） （有）金田自動車

（株）三山精機 （株）大野製作所 松田精工（株）

（有）穂高建設 （有）恵 グループホームめぐみ （医）翠仁会 安藤医院

（株）マツダ （株）金田商店 群馬県信用組合甘楽町支店

内藤建設（株） （有）甘楽庵山ぐち （株）野中建商

（有）清水電気 （有）西毛リースキン アクトレス（有）

（有）山内製作所 （有）小田倉生花店 （有）佐俣葬儀造花店

奥村クリニック ふくしま町歯科クリニック （有）スミヤ測量

（税）プロスタッフ和 篠原整形外科医院 （株）古舘建設

（株）佐俣左工 鈴木燃料（株）甘楽町給油所 （福）かんら会

聖徳銘醸（株） （有）山田電機 富岡製材協同組合

（有）大類設備工業所 （有）高島建鉄 吉田機械工業（株）

（有）高田自動車 （有）小金澤アルミ建材 （株）コルノマカロニープロダクトセンター

（医）小河原会 こがはらクリニック （株）柴田合成 （有）横山研磨工業

（有）山﨑自動車 （有）峯岸設備工業 河原建設（株）

（株）菓子工房こまつや 中嶋工業（株） （医）原医院

原歯科医院 星合成（株） （株）桜井建材

（株）マンナンライフ〔富岡市〕 タルヤ建設（株）〔富岡市〕 湯井電気（株）〔富岡市〕

熊井戸工業（株）〔高崎市〕 （有）土屋医療器械店〔高崎市〕 （株）オーテック環境システム事業部 
　　北関東支店〔高崎市〕

合計75事業所（町内69事業所／町外６事業所）

※上記のほか、匿名にてご加入いただいた会員もいます。

（敬称略・順不同）

　費の納入
　ありがとう
　　ございました



社会福祉協議会 74-5700　FAX74-5760
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赤い羽根共同募金

◦新屋小学校児童会　　　　　　　　　　  7,774円
※�ボランティア活動、ひとり親家庭などへ配分

～善意に深く感謝し、広く皆さんにお知らせします～

◦富岡甘楽妙義仏教会（松浦彰一会長）� 80,000円
◦天台宗群馬教区檀信徒会・伝道師会� 25,000円
※�自立支援世帯、在宅の重度障がい者などへ配分

地域歳末たすけあい募金

牛
木
会
長
に
募
金
を
手
渡
す

町
商
工
会
女
性
部
山
田
部
長

○○赤い羽根共同募金
募 金 方 法 件 数（件） 募 金 額（円）
戸 別 募 金 3,926 1,570,400
学 校 募 金 2 14,960
その他募金 4 17,664

合　計 3,932 1,603,024

○○地域歳末たすけあい募金
募 金 方 法 件 数（件） 募 金 額（円）
戸 別 募 金 3,924 1,962,000
職 域 募 金 1 9,035
その他募金 3 115,000

合　計 3,928 2,086,035

　昨年10月～12月までの３カ月間、共同募金運動
（赤い羽根共同募金・地域歳末たすけあい募金）に
多くの皆さまにご協力いただき、ありがとうござ
いました。募金総額は368万9,059円です。
　内訳は次のとおりです。

共　    同募金運動
『じぶんの町をよくするしくみ！』

善意の紹介（敬称略・順不同）

寄附物品

◦町商工会女性部（山田さゆり部長）　  タオル139本
※�デイサービスセンター利用者のために使用します

調理・配食ボランティア募集中！調理・配食ボランティア募集中！調理・配食ボランティア募集中！調理・配食ボランティア募集中！調理・配食ボランティア募集中！調理・配食ボランティア募集中！

皆さんの手で高齢者のくらしを支えてみませんか。
問い合わせ　社会福祉協議会　☎74-5700　FAX74-5760

　町内の高齢者の健康維持や孤独感の解消、地域とのつながりづくりを目的に、
週3回（火・木・金曜）、在宅給食サービス事業を実施しています。

調理ボランティア
月１回程度

午前９時から約２時間
月１回程度

午前11時から約１時間

　調理ボランティアとスタッフが栄養バランスのとれ
た食事を作り、配食ボランティアが声かけや見守り、
安否確認を行いながらお弁当を届けています。

◦町商工会女性部（山田さゆり部長）� 10,000円
◦富岡消防署甘楽分署（畑村佳彦分署長）� 9,035円

配食ボランティア



PTA活動を広く町民の皆さんに知っていただくため、
各校の１年間の取り組みを紹介します

　

今
年
度
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は「
夏
の
パ
ト

ロ
ー
ル
」「
奉
仕
作
業
」「
エ
コ
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
」「
あ
い
さ
つ
運
動
」そ
し
て「
運

動
会
」へ
の
参
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
奉
仕
作
業
で
は
、保
護
者
、先
生
方
、

子
ど
も
た
ち
で
学
校
の
掃
除
や
桜
並
木

の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
と
ひ
た
む
き
な
姿
が
原
動
力
と

な
り
、
一
致
団
結
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

エ
コ
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な

が
ら
不
要
品
を
集
め
、
再
利
用
や
リ

サ
イ
ク
ル
に
つ
な
げ
る
中
で
、
環
境

へ
の
意
識
の
高
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
福
島
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
今
年
度
の
文

化
行
事
を
、
学
生
を
中
心
と
し
て
活
動

す
る
団
体
に
依
頼
し
、
体
育
館
を
会
場

と
し
た
プ
レ
ー
パ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し

た
。段
ボ
ー
ル
や
廃
材
な
ど
も
活
用
し
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち
で
考
え
創
作

活
動
に
取
り
組
む
姿
を
保
護
者
の
皆
さ

ん
と
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
保
護
者
が
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
な
っ
て
遊
ぶ
姿
も
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。

　
あ
い
さ
つ
運
動
で
は
、
登
校
し
て
く

る
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
に
こ
ち
ら

ま
で
笑
顔
に
な
り
、
朝
か
ら
明
る
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

運
動
会
で
は
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
の
が

ん
ば
る
姿
を
温
か
く
見
守
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
地
域
と
力
を
合
わ

せ
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
成
長
で

き
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
幡
小
学
校

小
幡
小
学
校

福
島
小
学
校

福
島
小
学
校

　
近
年
、
核
家
族
化
や
就
労
形
態
の
多

様
化
な
ど
か
ら
子
ど
も
た
ち
と
の
時
間

を
作
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
中
で
、
こ

の
よ
う
な
活
動
が
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
近
く
で
見
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も

た
ち
が
よ
り
良
い
学
校
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
環
境
を
整
え
て
あ
げ
る
こ
と
や
、

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
実

感
で
き
る
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

たくさん集まりました！

体育館を遊び場にして楽しみました！
体育館を遊び場にして楽しみました！

きれいに
なりました
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甘楽町　　　　　　 　連合会 活動報告甘楽町　　　　　　 　連合会 活動報告

　
こ
の
１
年
間
も
多
く
の
行
事
や
活
動

を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
笑
顔

と
成
長
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
甘
楽
中
学
校
は
今
年
度
、
開
校
10
年

目
を
迎
え
、
生
徒
会
発
案
で
10
周
年
記

念
行
事「
文
化
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
の
成
果
を

発
表
す
る
貴
重
な
機
会
と
し
て
、
作
品

展
示
や
合
唱
大
会
、
有
志
発
表
会
な
ど

が
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
の
輝
く
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
文
化
祭
を
実

行
す
る
に
あ
た
り
、
生
徒
会
を
中
心
と

す
る
生
徒
皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
日
ご
ろ
よ
り
生
徒
の
学
校
生
活
を

支
え
、
親
身
に
教
育
し
て
く
だ
さ
る
先

生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
の
活
動
と
し
て
も
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
着
用
で
の
受
付
業

務
な
ど
で
参
加
し
ま
し
た
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
リ
ス
ト
バ
ン
ド
を
来
校
し
た

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
お
渡
し
し
た
際
の

喜
ば
れ
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
作
品
展
示
で
は
個
性
豊
か
で
発
想
力

の
あ
る
作
品
が
並
び
、
生
徒
の
視
点
や

気
付
き
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
合
唱

大
会
で
は
、
練
習
を
重
ね
た
ク
ラ
ス
の

団
結
力
と
歌
声
に
感
動
し
ま
し
た
。
有

志
発
表
で
は
８
組
が
特
技
や
技
術
を
披

露
し
、
ど
の
発
表
も
圧
巻
の
ス
テ
ー
ジ

で
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
や
各
委
員
会
活
動
も
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
、
先
生
方
や
地
域
の
方
々
の
ご

支
援
に
よ
り
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
と
と
も
に
生
徒
の
学
び

舎
を
支
え
ら
れ
た
こ
と
を
役
員
一
同
光

栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

甘
楽
中
学
校

甘
楽
中
学
校

新
屋
小
学
校

新
屋
小
学
校

　
新
屋
小
学
校
で
は
、
本
年
も
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
を

感
じ
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
集

団
回
収
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作
業
で
は
、
一

生
懸
命
作
業
に
取
り
組
む
姿
に
、
た
く

ま
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
保
健
委
員
会
で
は
、
緊

張
し
な
が
ら
も
堂
々
と
発
表
す
る
子
ど

も
た
ち
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
、
大
変
素

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

立
派
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で

き
、
日
々
、
学
校
で
指
導
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
教
職
員
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
２
回
目
の
本
部

役
員
を
務
め
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

の
変
わ
ら
ぬ
大
切
な
場
所
が
あ
る
こ
と

に
安
心
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
学
校
と
家
庭
を
繋
ぐ

活
動
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

P T A

子どもたちのため奉仕作業に取り組みます

PTA本部おそろいのTシャツです

一生懸命
回収します！
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総務課行政係　☎74-3132

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

vol.178 ■ 問合せ先　住民課環境係 ☎64-8315

環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ

テレビ・エアコン・冷蔵（凍）庫・洗濯機・衣類乾燥機の処理方法テレビ・エアコン・冷蔵（凍）庫・洗濯機・衣類乾燥機の処理方法
これらの家電は「家電リサイクル法」によりリサイクルが義務づけられています。

家庭用パソコン・その他の小型家電類の処理方法家庭用パソコン・その他の小型家電類の処理方法

詳しくは町ホームページを
　　　　　　ご覧ください▶

各家庭で不要となった家電類は、適正に処理しないと環境を破壊したり、
皆さん自身がトラブルに遭うこともあります。
次のとおり、正しい方法で処理しましょう。

その他の小型家電

購入する販売店に引き取りを依頼してください。
買い替える場合

買い替えずに廃棄する場合

その商品を購入した販売
店へ引き取りを依頼して
ください

下記の町一般廃棄物収集
運搬許可業者に依頼して
ください

事前に郵便局で手続きを
行い、家電リサイクル料
金を支払ったうえで、下
記の指定引取場所へ直接
持ち込んでください

リネットジャパンリサイ
クル㈱へ電話またはイン
ターネットからお申し込
みください

事業者名 住所 連絡先
 日通群馬物流（株）玉村取扱所  玉村町大字八幡原1988-1  0270-61-7207
 ウブカタ資源（株）高崎  高崎市正観寺町1175  027-372-1110
 ウブカタ資源（株）沼田インター事業所  沼田市横塚町85-1  0278-22-5555
 （株）藤田商店  桐生市境野町7丁目1813-57  0277-43-5283

町一般廃棄物収集運搬許可業者
事業者名 住所 連絡先

 田村商事(有)　小幡作業所  甘楽町大字小幡1967-11  0274-74-5241

指定引取場所

自宅回収サービス
事業者名 連絡先

 リネットジャパンリサイクル㈱  0570-056-006

● �町指定の「燃やせないごみ袋」に入れ、金属ご
みとしてごみステーションに出す（袋に入らな
いものは回収しません）

● �リネットジャパンリサイクル㈱のパソコン無料
回収サービスにあわせて回収を依頼する

● �町の小型家電回収イベント（秋に実施予定）に
出す

次のいずれかの方法で処理してください。
●� ご使用のメーカーに回収を申し込む
● �リネットジャパンリサイクル㈱による自宅回収

サービスを利用する

次のいずれかの方法で処理してください。
リサイクル料金と収集運搬料金がかかります。

１ 購入した店舗へ
引き取りを依頼する

２ 収集運搬許可業者へ
引き取りを依頼する

３ 指定引取場所へ
自分で持ち込む

４ 自宅回収サービスを
利用する

パソコン本体・ディスプレイ・
ノートパソコン

詳しくはリネットジャパンリサイクル㈱のホームページをご覧ください▶

詳しくは町ホームページを
　　　　　　ご覧ください▶
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　町子ども会上毛かるた大会（子ども会育成会連
絡協議会・教育委員会主催）が１月18日、ら・
ら・かんらで開かれました。選手たちは、練習の
成果を発揮して絵札を取り合いました。
　同月25日にら・ら・かんらで行われた郡大会
でも熱戦が繰り広げられ、優勝した団体・個人は
２月15日に行われた県大会で活躍しました。町、
郡、県大会の結果は下記のとおりです。（敬称略）

町
大
会

絵札を取り合い白熱戦　上毛かるた大会札を取り合い白熱戦　上毛かるた大会

団体・高学年

優　勝 若草・かぶら子ども会（新屋）

準優勝 善慶寺・国峰・城町子ども会
（小幡）

第３位 すぎのこ・なかよし・
にこにこ子ども会（福島）

団体・低学年

優　勝 若草・ポプラ子ども会（新屋）
準優勝 ポプラ子ども会（新屋）

第３位 �善 慶 寺・国 峰・ 城 南・ 轟・　
秋畑子ども会（小幡・秋畑）

個人・高学年
優　勝 宮寺心海（かぶら子ども会）

準優勝 三木涼葉（なかよし子ども会）

第３位 長岡　柊（ポプラ子ども会）

個人・低学年
優　勝 久保田航生（若草子ども会）

準優勝 山崎陽葵（善慶寺・国峰子ども会）

第３位 高橋涼穂（あすなろ子ども会）

団体・高学年
優　勝 若草・かぶら子ども会（新屋）

第３位 すぎのこ・なかよし・
にこにこ子ども会（福島）

団体・低学年

優　勝 若草・ポプラ子ども会（新屋）

準優勝 ポプラ子ども会（新屋）

第３位 善 慶 寺・国 峰・ 城 南・ 轟・　
秋畑子ども会（小幡・秋畑）

個人・高学年
優　勝 三木涼葉（なかよし子ども会）

準優勝 宮寺心海（かぶら子ども会）

第３位 長岡　柊（ポプラ子ども会）

個人・低学年
優　勝 久保田航生（若草子ども会）

準優勝 高橋涼穂（あすなろ子ども会）

第３位 山崎陽葵（善慶寺・国峰子ども会）

郡
大
会

町大会に参加した皆さん町大会に参加した皆さん

総務課行政係　☎74-3132

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

手話で伝え合う学び　小幡小学校
　総合的な学習の一環として、手話の授業が１月28日、　　
小幡小学校４年松組で行われました。
　聴覚障害者講師の田島さんと手話通訳士講師の久川さん
が来校し、児童が事前に考えた質問に答えたほか、デフリン
ピックの紹介や指文字・手話の実演などを行いました。
　児童たちは講師と手話で自己紹介を交わした後、練習して
きた「ビリーブ」を披露。講師の指導を受けながら、表現の工
夫や伝える力の大切さを学びました。 田島さん（右）の指導を受けながら手話を学ぶ児童

団体・中学生 第３位 若草子ども会（新屋） 団体・低学年 第６位 若草・ポプラ子ども会（新屋）
県
大
会

県大会第３位県大会第３位
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交通安全推進に尽力　時澤さん
　群馬県交通安全大会が１月27日、伊勢崎市境総合文
化センターで開かれ、交通指導員として５年以上にわ
たり継続して活動している時澤盛章さん（造石）に、群
馬県知事から感謝状が贈られました。
　また、町交通対策協議会は、３年以上にわたり交通
死亡事故ゼロを維持したことが評価され、令和７年度
交通死亡事故抑制顕彰を受けました。
　町では現在、10人の交通指導員（勅使河原 清隊長）が、
災害発生時や各種イベントなどの際に交通秩序の保持
と事故防止のための指導を行っており、交通安全運動
期間などには街頭に立って町の皆さんの安全を守るた
めに活躍しています。

福は内　大節分祭
　善慶寺の福厳寺（松浦彰一住職）で春の恒例行事、
大節分祭が２月３日に開かれました。１年の家内
安全と無病息災を祈り、福豆やミカン、菓子など
が投げられると、参拝者たちは福をつかもうと夢
中で手を伸ばしました。
　また、地元の皆さんが熱々のけんちん汁や甘酒
を振る舞い、参拝者をもてなしました。

交通安全推進の成果を喜ぶ
（左から）勅使河原隊長、森平町長、時澤さん

大
だいはんにゃきょう

般若経を転
てんぽん

翻し（翻しながらめくる）無病息災と家内安全を祈る

　令和６年12月に、町へ寄付をいただいた 故・茂原荘一 
前町長が、その後令和７年６月にご逝去されたことから、
奥様の茂原美代子さん（小幡）へ紺綬褒章の遺族追賞の授与
が決定されました。
　紺綬褒章は、公益のために私財を寄付された個人や法人・
団体に授与される国の褒章制度で、その功績が顕著と認め
られた場合、国から授与されるものです。
　２月17日、森平町長が自宅を訪問し、褒状の伝達を行い
ました。

公益のために寄付し紺綬褒章を受章　茂原さん
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　小出ケンさん（大正15年２月12日生まれ・秋畑）が100歳の
誕生日を迎えられ、２月12日に森平町長が町内の介護施設を訪
問し、慶祝状と祝金を手渡しました。
　小出さんは秋畑の生まれで、結婚後はご主人とともに養蚕や
農業に励みながら、３人のお子さんを育ててきました。
　長寿の秘訣は「好き嫌いなく何でも食べること」と「体を動か
すこと」。当日は、施設職員により飾り付けされたフロアでご
家族に囲まれ、ほかの利用者の皆さんから歌を贈られるなど、
にぎやかな時間を過ごされました。

小出さんの100歳を慶祝

　町国際交流振興協会（新井嘉之理事長）は２月７日、町役
場で日本の交通ルールと自転車の正しい乗り方を学んでも
らうことを目的に外国人を対象として「自転車交通安全教
室」を行いました。
　町内の事業所で働く技能実習生の皆さん12人が参加し、
富岡警察署の中澤正樹交通課長を講師に、ヘルメットの着
用や飲酒運転の禁止などの説明を受けました。実習では停
止線で止まった後、曲がり角から歩行者が出てこないかを
確認して進むなど、安全確認の大切さを学びました。

多文化共生の地域づくり　国際交流振興協会

一時停止で安全確認を行う参加者

憧れの高校球児と学ぶ　野球教室
　前橋育英高等学校硬式野球部（前
橋市）の清水コーチ、選手４名を講
師に迎えた野球教室が１月25日、甘
楽野球場で開催されました。

　甘楽グレイフォース（伊藤央樹監督）、甘楽中学校野球部などの小・中学
生あわせて約50名が参加し走塁練習やポジション別の実技指導など、憧れ
の高校球児から直接教えてもらう貴重な機会となり、講師として参加した
甘楽中野球部出身の井澤選手も後輩たちへ熱心にアドバイスを送っていま
した。
　真剣な表情で練習に取り組みながらも、時折笑顔も見られ、野球の楽し
さや挑戦する気持ちをあらためて感じられる充実した一日となりました。

力強いピッチングを披露する
井澤慶心選手（天引）
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
生
活
に
欠
か
せ

な
い
ツ
ー
ル
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
悪
用
し
た
詐
欺
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も

発
生
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
安
全
に
楽
し
く
利
用
す
る
た
め
に
、

一
人
一
人
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
へ
の
関
心
を
高
め
必
要
な
対
策

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

特
に
必
要
な
対
策

•

Ｏ
Ｓ
や
ソ
フ
ト
は
常
に
最
新
の
状
態

に
し
て
お
く

•

パ
ス
ワ
ー
ド
は
長
く
複
雑
に
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
異
な
る
パ
ス
ワ
ー
ド

を
設
定
す
る

•

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
（
本
物
に
似

せ
た
偽
の
サ
イ
ト
）
に
注
意
し
、
個
人

情
報
を
安
易
に
入
力
し
な
い

•

メ
ー
ル
に
添
付
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
イ

ル
や
リ
ン
ク
を
安
易
に
開
か
な
い

•

個
人
の
特
定
に
つ
な
が
る
情
報
を
む

や
み
に
教
え
な
い

•

他
人
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
投
稿
は
し
な
い

県
警
察
の
相
談
窓
口

群
馬
県
警
察
本
部
サ
イ
バ
ー
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
２
７
‐
２
４
３
‐
０
１
１
０

富
岡
警
察
署
　
☎
・

FAX 

(62)
０
１
１
０

◎
３
月
１
日
㈰
～
７
日
㈯

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
林
野
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
出
火
原
因

の
多
く
が
「
た
き
火
」
な
ど
人
的
要
因

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
、
林
野
火

災
警
報
お
よ
び
林
野
火
災
注
意
報
が
運

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
屋
外
で
の
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◎
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て

　
電
気
火
災
か
ら
「
家
」「
地
域
」
を

　
守
ろ
う
！

　
地
震
に
よ
る
建
物
火
災
の
半
数
以
上

が
、
電
気
機
器
か
ら
の
出
火
や
停
電
が

復
旧
し
た
と
き
に
発
生
す
る
「
電
気
火

災
」
で
す
。

　
地
震
の
揺
れ
を
感
知
す
る
と
自
動
的

に
電
気
を
止
め
る「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」

を
設
置
し
て
地
震
時
の

電
気
火
災
の
発
生
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　
富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部

予
防
課
予
防
係

☎ 

(62)
４
３
０
６
　
FAX 

(64)
５
６
６
５

期
日
　
４
月
４
日
㈯

時
間
　
午
後
２
時
～
（
90
分
程
度
）

場
所
　
ら
・
ら
・
か
ん
ら

内
容
　
①
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
「
わ
ら
し
べ

長
者
」・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
い
な
い
い

な
い
ば
ぁ
」
②
お
楽
し
み
工
作
「
は
ば

た
く
紙
ひ
こ
う
き
を
と
ば
そ
う
♪
」

問
合
せ  

甘
楽
町
図
書
館
／

ら
・
ら
・
か
ん
ら

☎ 

(70)
４
６
６
０
　
FAX 

(67)
７
３
３
２

　
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
、「
賭
け
な
い
・

飲
ま
な
い
・
吸
わ
な
い
」を
ル
ー
ル
と

し
、
脳
の
活
性
化
や
地
域
間
の
交
流
を

目
的
と
し
た
健
全
な
マ
ー
ジ
ャ
ン
で
す
。

日
本
健
康
麻
将
協
会
監
修
の
も
と
、
明

治
安
田
生
命
の
協
賛
で
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
令
和
８
年
３
月
26
日
㈭

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
　
に
こ
に
こ
甘
楽 

い
き
い
き
ホ
ー
ル

定
員
　
24
人

対
象
　
65
歳
以
上
で
初
心
者
の
人
・
健

康
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
主
と
し
た
サ
ロ
ン
活

動
の
立
ち
上
げ
に
興
味
の
あ
る
人

申
込
期
限
　
令
和
８
年
３
月
19
日
㈭

問
合
せ
　
甘
楽
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎ 

(74)
５
７
０
０
　
FAX 

(74)
５
７
６
０

　
国
税
局
や
税
務
署
に
勤
務
す
る
国

税
専
門
官
（
国
家
公
務
員
）
を
募
集

し
ま
す
。

受
験
資
格

❶
平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
17
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

❷ 

平
成
17
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で

次
に
掲
げ
る
人

① 

大
卒
者
お
よ
び
令
和
９
年
３
月
ま
で

に
大
学
卒
業
見
込
み
の
人

② 

人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
人

申
込
方
法
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
３
月
23
日
㈪【
受
信
有
効
】

第
一
次
試
験
日
　
５
月
24
日
㈰

問
合
せ
　
人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
０
３
‐
３
５
８
１
‐
５
３
１
１
（
内

線
２
３
３
２
）
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５
時

STOP 山火事！電気火災対策

消
防
署
か
ら
の

お
願
い
と
お
知
ら
せ

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室
を

開
催
し
ま
す

令
和
８
年
度

国
税
専
門
官
採
用
試
験

    
            

試
　
験

試
　
験

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

２
月
１
日
㈰
～
３
月
18
日
㈬

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間

「
甘
楽
町
読
み
聞
か
せ
の
会
」

春
の
お
は
な
し
会

国税庁ホームページ

甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代）
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軽
自
動
車
税
、
自
動
車
税
は
毎
年

４
月
１
日
現
在
で
車
検
証
上
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
軽
自
動
車
や
自
動
車
、
二
輪
車
な
ど

を
下
取
り
に
出
し
た
場
合
や
住
所
が
変

わ
っ
た
な
ど
の
場
合
は
、
３
月
31
日
㈫

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
先
（
名
義
変
更
・
住
所
変
更
・

廃
車
な
ど
）

①
甘
楽
町
ナ
ン
バ
ー
の
軽
自
動
車
、
原

動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
以
下
）、

ト
ラ
ク
タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

町
住
民
課
住
民
税
係

☎ 

(64)
８
３
１
２
　

FAX 

(74)
５
８
１
３

②
群
馬
ナ
ン
バ
ー
の
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
群
馬
事
務
所

☎ 

０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
３
１
０
９

FAX 

０
２
７
‐
２
８
８
‐
０
３
７
６

③
自
動
車
・
１
２
６
㏄
以
上
の
バ
イ
ク

群
馬
運
輸
支
局（
登
録
関
係
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
）

☎ 

０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
２
１

FAX 

０
２
７
‐
２
６
１
‐
０
０
３
２

税
に
つ
い
て
の
問
合
せ

①
軽
自
動
車
税

町
住
民
課
住
民
税
係

☎ 

(64)
８
３
１
２
　
FAX 

(74)
５
８
１
３

②
自
動
車
税

▼
富
岡
行
政
県
税
事
務
所

☎ 

(63)
２
２
４
５
　
FAX 

(63)
５
１
４
１

▼
群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

☎ 

０
２
７
‐
２
６
３
‐
４
３
４
３

FAX 

０
２
７
‐
２
６
１
‐
５
９
３
１

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は

義
足
や
人
工
関
節
を

使
用
し
て
い
る
人
、

内
部
障
が
い
や
難
病
の
人
、
妊
娠
初
期

の
人
な
ど
、
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し

て
い
る
こ
と
が
外
見
か
ら
は
わ
か
ら
な

い
人
が
、
周
囲
に
配
慮
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
援
助

が
得
や
す
く
な
る
よ
う
作
成
さ
れ
た
も

の
で
す
。
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
「
支
援
し

て
ほ
し
い
こ
と
」
を
あ
ら
か
じ
め
記
載

で
き
る
免
許
証
サ
イ
ズ
の
カ
ー
ド
で
す
。

対
象
者
　
県
内
に
居
住
し
、
援
助
や
配

慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
周
囲
に

知
ら
せ
た
い
人

申
請
方
法
　
交
付
窓
口
へ
申
し
出
て
、

所
定
の
「
確
認
票
」
に
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
や
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を

身
に
着
け
た
人
を
見
か
け
た
際
は
、
電

車
内
で
席
を
ゆ
ず
る
、
困
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
れ
ば
声
を
か
け
る
な
ど
、
思
い

や
り
の
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
付
窓
口
・
問
合
せ

に
こ
に
こ
甘
楽
　
福
祉
課
福
祉
係
　

☎ 

(67)
５
１
６
２
　

FAX 

(67)
７
０
６
６

期
間
　
３
月
１
日
㈰
～
４
月
12
日
㈰

時
間
　
午
前
９
時
30
分 

～ 

午
後
４
時

場
所
　
旧
甘
楽
第
二
中
学
校
校
舎
・
旧

小
幡
藩
武
家
屋
敷 

松
浦
氏
屋
敷
・
甘

楽
町
歴
史
民
俗
資
料
館
別
館(

無
料
）、

国
指
定
名
勝 

楽
山
園
（
入
園
有
料
）、

甘
楽
町
歴
史
民
俗
資
料
館（
入
館
有
料
）

問
合
せ
　

教
育
課
文
化
財
保
護
係

☎ 

(64)
８
３
２
４
　

FAX 

(74)
５
８
１
３

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
任
意

接
種
助
成
を
３
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

　
希
望
者
は
早
め
に
申
請
し
、
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
66
歳
以
上
の
人
で
、
過
去
に
一

度
も
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
23
価
）
を

受
け
た
こ
と
の
な
い
人

※
定
期
接
種
（
満
65
歳
）
は
引
き
続
き

助
成
し
ま
す
。

期
限
　
令
和
８
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
に

接
種
　
※
こ
の
期
限
を
過
ぎ
る
と
町
の

助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
己
負
担
額
　
２
千
円
（
生
活
保
護
の

人
は
無
料
で
す
）

場
所
　
町
の
委
託
医
療
機
関
（
左
記
の

２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
確
認
で
き
ま
す
）

申
込
方
法
　
に
こ
に
こ
甘
楽
健
康
課
保

健
係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
予
診
票

を
渡
し
ま
す
の
で
、
委
託
医
療
機
関
に

予
約
し
、
３
月
31
日
㈫
ま
で
に
予
防
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
　

に
こ
に
こ
甘
楽
　

健
康
課
保
健
係

☎ 

(67)
５
１
５
９
　

FAX 

(67)
７
０
６
６

No.1310おしらせ版
    
          

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

ホームページ

軽
自
動
車
・
自
動
車
の
変
更

手
続
き
は
３
月
中
に
！

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
お
よ
び

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
交
付

ヘルプマーク

歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展

甘
楽
の
雛
祭
り

予
防
接
種
助
成
金

終
了
の
お
知
ら
せ
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
生
活
に
欠
か
せ

な
い
ツ
ー
ル
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
悪
用
し
た
詐
欺
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も

発
生
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
安
全
に
楽
し
く
利
用
す
る
た
め
に
、

一
人
一
人
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
へ
の
関
心
を
高
め
必
要
な
対
策

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

特
に
必
要
な
対
策

•

Ｏ
Ｓ
や
ソ
フ
ト
は
常
に
最
新
の
状
態

に
し
て
お
く

•

パ
ス
ワ
ー
ド
は
長
く
複
雑
に
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
異
な
る
パ
ス
ワ
ー
ド

を
設
定
す
る

•

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
（
本
物
に
似

せ
た
偽
の
サ
イ
ト
）
に
注
意
し
、
個
人

情
報
を
安
易
に
入
力
し
な
い

•

メ
ー
ル
に
添
付
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
イ

ル
や
リ
ン
ク
を
安
易
に
開
か
な
い

•

個
人
の
特
定
に
つ
な
が
る
情
報
を
む

や
み
に
教
え
な
い

•

他
人
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
投
稿
は
し
な
い

県
警
察
の
相
談
窓
口

群
馬
県
警
察
本
部
サ
イ
バ
ー
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
２
７
‐
２
４
３
‐
０
１
１
０

富
岡
警
察
署
　
☎
・

FAX 

(62)
０
１
１
０

◎
３
月
１
日
㈰
～
７
日
㈯

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
林
野
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
出
火
原
因

の
多
く
が
「
た
き
火
」
な
ど
人
的
要
因

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
、
林
野
火

災
警
報
お
よ
び
林
野
火
災
注
意
報
が
運

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
屋
外
で
の
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◎
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て

　
電
気
火
災
か
ら
「
家
」「
地
域
」
を

　
守
ろ
う
！

　
地
震
に
よ
る
建
物
火
災
の
半
数
以
上

が
、
電
気
機
器
か
ら
の
出
火
や
停
電
が

復
旧
し
た
と
き
に
発
生
す
る
「
電
気
火

災
」
で
す
。

　
地
震
の
揺
れ
を
感
知
す
る
と
自
動
的

に
電
気
を
止
め
る「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」

を
設
置
し
て
地
震
時
の

電
気
火
災
の
発
生
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　
富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部

予
防
課
予
防
係

☎ 

(62)
４
３
０
６
　
FAX 

(64)
５
６
６
５

期
日
　
４
月
４
日
㈯

時
間
　
午
後
２
時
～
（
90
分
程
度
）

場
所
　
ら
・
ら
・
か
ん
ら

内
容
　
①
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
「
わ
ら
し
べ

長
者
」・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
い
な
い
い

な
い
ば
ぁ
」
②
お
楽
し
み
工
作
「
は
ば

た
く
紙
ひ
こ
う
き
を
と
ば
そ
う
♪
」

問
合
せ  

甘
楽
町
図
書
館
／

ら
・
ら
・
か
ん
ら

☎ 

(70)
４
６
６
０
　
FAX 

(67)
７
３
３
２

　
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
、「
賭
け
な
い
・

飲
ま
な
い
・
吸
わ
な
い
」を
ル
ー
ル
と

し
、
脳
の
活
性
化
や
地
域
間
の
交
流
を

目
的
と
し
た
健
全
な
マ
ー
ジ
ャ
ン
で
す
。

日
本
健
康
麻
将
協
会
監
修
の
も
と
、
明

治
安
田
生
命
の
協
賛
で
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
令
和
８
年
３
月
26
日
㈭

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
　
に
こ
に
こ
甘
楽 

い
き
い
き
ホ
ー
ル

定
員
　
24
人

対
象
　
65
歳
以
上
で
初
心
者
の
人
・
健

康
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
主
と
し
た
サ
ロ
ン
活

動
の
立
ち
上
げ
に
興
味
の
あ
る
人

申
込
期
限
　
令
和
８
年
３
月
19
日
㈭

問
合
せ
　
甘
楽
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎ 

(74)
５
７
０
０
　
FAX 

(74)
５
７
６
０

　
国
税
局
や
税
務
署
に
勤
務
す
る
国

税
専
門
官
（
国
家
公
務
員
）
を
募
集

し
ま
す
。

受
験
資
格

❶
平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
17
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

❷ 

平
成
17
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で

次
に
掲
げ
る
人

① 

大
卒
者
お
よ
び
令
和
９
年
３
月
ま
で

に
大
学
卒
業
見
込
み
の
人

② 

人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
人

申
込
方
法
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
３
月
23
日
㈪【
受
信
有
効
】

第
一
次
試
験
日
　
５
月
24
日
㈰

問
合
せ
　
人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
０
３
‐
３
５
８
１
‐
５
３
１
１
（
内

線
２
３
３
２
）
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５
時

STOP 山火事！電気火災対策

消
防
署
か
ら
の

お
願
い
と
お
知
ら
せ

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室
を

開
催
し
ま
す

令
和
８
年
度

国
税
専
門
官
採
用
試
験

    
            

試
　
験

試
　
験

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

２
月
１
日
㈰
～
３
月
18
日
㈬

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間

「
甘
楽
町
読
み
聞
か
せ
の
会
」

春
の
お
は
な
し
会

国税庁ホームページ

甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代）
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図書館スタッフが
新着本の中から選ぶ

シャボンだまサーカス
吉田 のばら 著／白泉社

こ
ぐ
ま
の
ぼ
う
や
、
は

じ
め
て
の
ぶ
た
い
は

ど
う
な
る
か
し
ら
？

ひとり暮らしの
栄養手帖
中井 エリカ 監修／
日本文芸社

今日、地震がおきたら
アベ ナオミ 著／
KADOKAWA

ロッコク・キッチン
川内 有緒 著／
講談社

わたしとわたし
五味 太郎 さく／
福音館書店

１人暮らしをはじ
めるあなたへ！

１歳児を抱えた中間
被災者。３月11日か
ら４月２日の記録

「わたし」のなかに
いるもうひとりの

「わたし」？

精 神 科 医 Ｔ ｏmｙ
がやっている
ほぐれる休み方
精神科医 Tomy 著／
大和書房

震 災 か ら 15 年、
国 道 ６ 号 沿 い の 
食と人のエッセイ

休みベタなあなた
へ！（こころの本棚）

こころの本棚 ３月は自殺防止強化月間
心に優しく寄り添う本を集めました
慌ただしい日々にホッとできる時間を…
図書館ら・ら・かんらは”あなたの本棚””あなたの居場所”です

上信電鉄
　　　周年記念展示
上信電鉄の歴史に触れてみませんか

今月 の お す す め

甘楽町図書館
開館　平日　　午前９時～午後７時
　　　土日祝　午前９時～午後５時

70-4660　FAX 67-7332
rarakanra@town.kanra.lg.jp

世 帯 5,265
(△5）

人 口 12,335
(△19)

男 6,130
(△16)

女 6,205
(△3)

転 入 28

転 出 31

出 生 4

死 亡 20

１月31日現在
（前月末比）

▶３月の休館日
２日（月） ・５日（木）～８日(日) ・ ９日（月） ・ 
16日（月）・23日（月） ・ 30日（月）

130

山火事を防ごう山火事を防ごう

● �強風時や空気が乾燥しているときは、たき火をしない。
●� �火気使用中は現場を離れず、使用後は確実に消火する。
●� �枯草の近くなど火災の起こりやすい場所では、たき火をしない。
● �たばこの吸いがらは必ず火を消し、投げ捨てない。
● �山火事を発見したときは、速やかに 119 番通報し、安全な場所に

避難する。

春は山火事が多く発生する季節です春は山火事が多く発生する季節です
特に、林野火災注意報・警報発令中の特に、林野火災注意報・警報発令中の
火の取り扱いには、注意しましょう火の取り扱いには、注意しましょう

No image

No image

No image

No image

No image

No image
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広　告

スマホより　貴重な時間　大切に　　　　　　（甘楽中２年　鈴木美和）

ありがとう　心をつなぐ　合言葉　　　　　　（甘楽中２年　太附結心）

青少年育成推進員連絡協議会が令和６年度に募集した「少年の日」標語の
優秀賞作品（学年は６年度・敬称略）

毎月
第１土曜日

「少年の日」
青少推マーク

広報かんら／2026.3.121
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小嶋 明
あ か り
花梨 ちゃん : （２歳３カ月・令和５年11月23日生まれ）

　小嶋　雅斗さん・璃花さんのお子さん（福島）

　甘えん坊で食べることが大好き
おままごとでもいろいろな料理をつくって楽しんでいます
　最近はおしゃべりも上手になってママやパパとお話もできるよう
になりました
　これからもりもり食べていっぱい遊んで元気に育ってね

vol.10
３月のメニュー 甘楽町オーガニック推進協議会

大豆の風味も楽しめる大豆の風味も楽しめる

半分大豆ミートボール半分大豆ミートボール
♦材料(６個分)
ゆで大豆・・・100g
　※乾燥大豆の場合は30g
片栗粉・・・・大さじ１
油・・・・・・大さじ１
豚ひき肉・・・100g
　※合いびき肉または鶏ひき肉でも可
しょうゆ・・・小さじ１
水・・・・・・100cc
みそ・・・・・小さじ２
　※固い場合は同量の水で溶く
ケチャップ・・小さじ１
トマト水煮・・1/4缶
　※�トマトジュース100cc、または 　

トマト大２個（１㎝角切り）でも可

♦作り方
１�　ゆで大豆をボウルに入
　れて片栗粉をまぶす。
　Aを加えてよく混ぜ合わ
　せ、６等分にして丸めて
　油をひいたフライパンに
　並べる。

２�　中火で加熱し、全体に
　こんがりと焼き色がつい
　たら、Bを加える。
　ふたをして蒸し煮にし、
　水分がほぼなくなったら
　完成。

A

B
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